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北摂・丹波支部ニュース

予
防
原
則
へ
の
転
換
を

市
民
公
開
企
画 

映
画
上
映
会
＆
学
習
会

　

支
部
は
、
P
F
A
S
（
有
機
フ
ッ
素
化
合
物
の
総
称
）
に
よ
る

環
境
汚
染
が
社
会
問
題
と
な
り
全
国
各
地
で
報
じ
ら
れ
て
い
る

こ
と
を
受
け
、
3
月
1
日
、
三
田
市
・
キ
ッ
ピ
ー
モ
ー
ル
に
て
、

映
画
『
ウ
ナ
イ　

透
明
な
闇　

P
F
A
S
汚
染
に
立
ち
向
か
う
』

上
映
会
＆
学
習
会
を
開
催
。
小
寺
修
副
支
部
長
が
司
会
を
務
め
、

会
員
・
ス
タ
ッ
フ
・
市
民
ら
62
人
が
参
加
し
た
。
学
習
会
で
は
、

「
P
F
A
S
運
動
の
取
り
組
み
と
私
た
ち
の
健
康
」
と
題
し
て
兵

庫
民
医
連
P
F
A
S
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
責
任
者
の
瀧
本
和
雄

先
生
（
東
神
戸
病
院
）
が
講
演
し
た
。

PFAS 汚染PFAS 汚染

2026 年度診療報酬改定特集ページ更新中 !

講師の瀧本和雄先生

会員・市民ら 62 人が参加した

医療機関の実態に見合わない改定内容

基本診療料の大幅な引き上げを

　

北
摂
・
丹
波
支
部
は
、
4
月
4
日
に
三
田
市
・
キ
ッ
ピ
ー
モ
ー

ル
で
医
科
診
療
改
定
研
究
会
を
開
催
し
、
98
人
が
参
加
し
た
。
廣

瀬
智
支
部
幹
事
が
講
師
を
務
め
た
。

　

研
究
会
の
冒
頭
、
司
会
の
武

中
睦
美
副
支
部
長
が
今
次
改
定

を
取
り
巻
く
情
勢
に
つ
い
て
、

長
年
の
低
診
療
報
酬
政
策
に
加

え
、
昨
今
の
人
件
費
・
物
価
高

廣瀬智先生（右上）が講師を務め、会員・
スタッフら 98 人・56 医療機関が参加した

騰
に
よ
り
医
療
機
関
の
経
営

は
窮
迫
状
態
に
あ
り
、
3
・

09
％
プ
ラ
ス
改
定
は
極
め
て

限
定
的
で
現
場
の
実
態
に
到

見
合
わ
ず
、
診
療
報
酬
の
大

幅
な
引
き
上
げ
と
不
合
理
是

正
が
必
要
と
訴
え
た
。

　

研
究
会
で
は
、
生
活
習
慣

病
管
理
料
（
Ⅱ
）
に
お
け
る

併
算
定
で
き
る
医
学
管
理
料

の
大
幅
拡
大
な
ど
の
変
更

点
、
機
能
強
化
型
在
宅
支
援

診
療
所
（
連
携
型
）
の
施
設

基
準
の
厳
格
化
や
在
宅
時
医

学
総
合
管
理
料
に
お
け
る

「
月
2
回
以
上
」
の
算
定
の

制
限
な
ど
在
宅
医
療
の
注
意

点
、
新
設
さ
れ
る
「
電
子
的

診
療
情
報
提
供
体
制
整
備
加

算
」
の
施
設
基
準
や
算
定
の

注
意
点
、
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評

価
料
の
変
更
点
な
ど
、
多
く

※改定特集ページでは、行政関連資料や、今年度の診療報
酬・介護報酬改定に関するよくある質問などを随時掲載。
ホームページでは、その他にも生涯研修に役立つ各種研究
会のご案内等、日々の協会活動報告を掲載しております。

の
医
療
機
関
で
対
応
を
要
す
る
点

を
解
説
し
た
。

　

参
加
者
は
、
診
療
報
酬
の
引
き

上
げ
と
不
合
理
是
正
、
高
額
療
養

費
制
度
の
上
限
額
引
き
上
げ
や
薬

剤
の
保
険
外
し
、
高
齢
者
の
医
療
・

介
護
負
担
拡
大
の
中
止
を
求
め
る

決
議
を
拍
手
で
採
択
し
た
。
「
ス

ト
ッ
プ
患
者
負
担
増
」
請
願
署
名

へ
の
協
力
を
呼
び
か
け
、
82
筆
が

集
ま
っ
た
。

　

歯
科
の
研
究
会
は
、
4
月
16
日

に
同
会
場
で
開
催
予
定
。

　

P
F
A
S
は
分
解
さ
れ
に

く
い
物
質
の
特
徴
か
ら
「
永

遠
の
化
学
物
質
」
と
言
わ

れ
、
体
内
に
取
り
込
ま
れ
た

P
F
O
S
（
P
F
A
S
の
一

種
）
が
95
％
排
出
す
る
ま
で

に
約
40
年
か
か
る
と
さ
れ

る
。
体
内
に
長
く
留
ま
る
理
由

は
、
腎
臓
か
ら
の
排
出
が
悪
く
、

肝
臓
か
ら
胆
汁
に
排
出
さ
れ
た

も
の
が
腸
管
で
再
び
再
吸
収
さ

れ
る
腸
肝
循
環
が
あ
る
と
解
説

し
た
。
健
康
へ
の
影
響
と
し
て
、

発
が
ん
や
免
疫
機
能
の
低
下
、

胎
児
の
発
育
不
全
、
コ
レ
ス
ト

ロ
ー
ル
値
の
上
昇
な
ど
数
多
く

の
病
気
と
の
高
い
関
連
が
指
摘

（
２
面
に
つ
づ
く
）

（
２
面
に
つ
づ
く
）
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参
加
者
の
感
想
か
ら

参
加
者
の
感
想
か
ら

（
１
面
か
ら
の
つ
づ
き
）

（
１
面
か
ら
の
つ
づ
き
）

囲
ん
で
河
豚
の
コ
ー
ス
料
理
に

舌
鼓
を
打
ち
ま
し
た
。
そ
こ
で

は
特
殊
詐
欺
の
話
題
で
盛
り
上

が
り
、
実
際
に
経
験
さ
れ
た
ロ

マ
ン
ス
詐
欺
師
と
の
や
り
取
り

が
披
露
さ
れ
楽
し
い
お
話
で
世

が
更
け
て
い
き
ま
し
た
。

　

良
い
親
睦
の
機
会
を
作
っ
て

く
だ
さ
り
、
野
田
先
生
を
は
じ

め
皆
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
に
直
結
す
る
こ
と
を
理
解

し
ま
し
た
。

　
　
　

【
三
田
市
・
坂
井
秀
至
】

実際の相談事例から、診療で必要な法的知識を

学んだ
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実
践
的
な
内
容
で

　
　
　
　

大
変
参
考
に
な
る

　

２
０
２
５
年
か
ら
三
田
市
内

で
「
三
田
さ
か
い
ク
リ
ニ
ッ
ク
」

と
い
う
精
神
科
・
心
療
内
科
の

診
療
所
を
経
営
し
て
い
る
坂
井

秀
至
と
申
し
ま
す
。

　

北
摂
・
丹
波
支
部
会
員
懇
談

会
に
出
席
し
て
参
り
ま
し
た
の

会
員
懇
談
会

講師の野田倫子先生

 

北
摂
・
丹
波
支
部
は
、
12
月
20
日
に
三
田
市
・
キ
ッ
ピ
ー
モ
ー

ル
に
て
会
員
懇
談
会
「
日
常
診
療
で
気
を
付
け
た
い
法
的
知
識
～

よ
く
あ
る
相
談
事
例
か
ら
」
（
講
師
：
神
戸
花
く
ま
法
律
事
務
所

　

野
田
倫
子
弁
護
士
）
を
開
催
。
会
員
ら
９
人
が
参
加
し
た
。
坂

井
秀
至
先
生
の
感
想
文
を
紹
介
す
る
。

感 想 文感 想 文

で
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。
今

回
は
兵
庫
県
保
険
医
協
会
顧
問

弁
護
士
で
あ
る
野
田
倫
子
先
生

を
Ｊ
Ｒ
三
田
駅
近
く
の
施
設
の

会
議
室
に
お
招
き
し
「
日
常
診

療
で
気
を
付
け
た
い
法
的
知

識
」
と
い
う
演
題
で
ご
講
演
を

賜
り
ま
し
た
。

　

１
）
応
召
義
務
と
ク
レ
ー
ム

対
応
、
２
）
ネ
ッ
ト
上
の
誹
謗

中
傷
へ
の
対
応
、
３
）
未
払
い

治
療
費
等
の
回
収
、
４
）
医
療

機
関
に
お
け
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

対
策
義
務
と
い
っ
た
項
目
で
、

そ
れ
ぞ
れ
問
題
と
な
っ
た
実
例

や
根
拠
と
な
る
条
文
、
具
体
的

に
ど
う
い
う
備
え
を
し
て
経
営

に
あ
た
る
べ
き
か
な
ど
、
非
常

に
実
践
的
な
内
容
で
大
変
参
考

に
な
る
も
の
で
し
た
。

　

個
人
的
に
は
、
「
診
療
時
間

の
看
板
を
掲
げ
営
業
し
て
い
る

時
間
内
に
つ
い
て
は
、
か
な
り

強
い
応
召
義
務
が
生
じ
て
い

る
」
と
い
う
こ
と
を
知
り
、
よ

ほ
ど
特
殊
な
事
情
が
な
い
限
り

医
師
は
患
者
の
求
め
に
応
じ
て

診
察
す
る
義
務
が
あ
る
と
い
う

こ
と
を
改
め
て
確
認
し
た
こ
と

が
印
象
に
残
り
ま
し
た
。

　

ご
講
演
に
続
き
質
問
の
時
間

も
設
け
て
い
た
だ
き
、
普
段
弁

護
士
の
先
生
と
な
か
な
か
接
す

る
機
会
の
な
い
会
員
が
多
い
と

思
わ
れ
、
非
常
に
活
発
な
質
疑

応
答
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

二
次
会
は
近
く
の
小
料
理
屋

に
場
所
を
移
し
、
野
田
先
生
を

司
会
を
務
め
る
小
寺
修
副
支
部
長

◇
P
F
A
S
の
問
題
は
新
聞
な

ど
で
知
っ
て
い
ま
し
た
が
、
映

画
と
講
演
で
具
体
的
な
取
り
組

み
や
運
動
を
知
り
、
今
後
の
規

制
の
動
き
な
ど
に
関
心
を
持
つ

必
要
性
を
感
じ
ま
し
た
。
世
界

の
規
制
に
対
す
る
取
り
組
み
に

対
し
て
、
日
本
の
取
り
組
み
が

か
な
り
甘
い
と
い
う
こ
と
を
再

認
識
し
ま
し
た
。

◇
本
当
に
こ
の
よ
う
な
状
況
に

な
っ
て
い
る
の
か
、
非
常
に
驚

い
て
い
ま
す
。
こ
の
有
害
物
質

に
つ
い
て
も
っ
と
勉
強
し
た
い

で
す
。
こ
の
事
実
を
マ
ス
コ
ミ

や
メ
デ
ィ
ア
も
取
り
上
げ
、
国

民
に
知
ら
せ
て
ほ
し
い
で
す
。

◇
一
つ
の
病
院
が
地
域
の
健
康

被
害
に
真
正
面
か
ら
取
り
組
ん

で
く
だ
さ
り
、
そ
れ
で
な
く
て

も
病
院
経
営
が
大
変
な
中
で
頭

が
下
が
り
ま
す
。
兵
庫
県
内
の

P
F
A
S
汚
染
を
細
か
く
調
べ

て
お
ら
れ
、
私
た
ち
も
大
丈
夫

か
と
心
配
で
す
。

◇
私
は
沖
縄
県
出
身
で
す
。
実

家
で
は
10
年
前
か
ら
水
道
水
を

口
に
す
る
こ
と
、
料
理
に
使
用

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
実

家
は
北
谷
町
か
ら
は
離
れ
た

地
域
に
あ
り
ま
す
が
、
「
北
谷

浄
水
場
」
の
水
道
を
使
用
し

て
い
る
か
ら
と
の
こ
と
で
す
。

P
F
A
S
汚
染
は
沖
縄
だ
け
で

な
く
、
米
軍
基
地
や
工
場
が
近

い
地
域
で
は
起
こ
り
得
る
と
学

び
ま
し
た
。

の
P
F
O
S
・
P
F
O
A
に
関

す
る
水
質
基
準
が
義
務
化
さ
れ

３
か
月
に
１
回
以
上
の
検
査
を

水
道
事
業
者
に
求
め
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、
そ
の
実
効
性
を
注
視

す
る
と
と
も
に
、
緩
す
ぎ
る
水

質
基
準
の
見
直
し
や
法
的
拘
束

力
、
汚
染
者
負
担
原
則
な
ど
の

課
題
を
挙
げ
、
継
続
的
に
政
府

に
意
見
を
し
て
い
く
と
し
、
運

動
へ
の
協
力
を
訴
え
た
。

さ
れ
て
い
る
が
、
ど
の
程
度
の

量
が
身
体
に
入
る
と
影
響
を
及

ぼ
す
か
に
つ
い
て
は
十
分
な
知

見
が
な
い
た
め
、
そ
の
こ
と
を

理
由
に
日
本
の
P
F
A
S
規
制

が
進
ま
な
い
現
状
を
指
摘
。
科

学
的
な
因
果
関
係
が
十
分
に
解

明
さ
れ
て
い
な
く
て
も
規
制
措

置
を
可
能
に
す
る
「
予
防
原
則
」

へ
の
転
換
を
訴
え
た
。

　

ま

た
、

兵

庫

民

医

連

P
F
A
S
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
が
実
施
し
て
い
る
血
液
検
査

か
ら
県
内
の
汚
染
状
況
は
大
阪

や
東
京
の
汚
染
レ
ベ
ル
に
匹
敵

す
る
高
い
傾
向
に
あ
る
こ
と
、

汚
染
源
が
明
確
で
な
い
こ
と
が

報
告
さ
れ
た
。

　

対
策
と
し
て
は
、
活
性
炭
が

P
F
O
S
や
P
F
O
A
を
8
～

9
割
除
去
で
き
る
こ
と
を
踏
ま

え
汚
染
源
を
特
定
し
周
知
す
る

こ
と
、
今
年
4
月
か
ら
水
道
水

Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
…
メ
ッ
キ
処
理
剤
、
泡
消
火
薬
剤
な
ど

Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
…
撥
水
剤
、
界
面
活
性
剤
な
ど


